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Ⅰ．はじめに

子ども・子育て関連�法1)が2012（平成24）年�

月に成立し、それを基本とした「子ども・子育て支

援新制度」が2015（平成27）年度より本格施行され

る。施策の目的には、地域の多様な保育ニーズに対

応した子育て支援の充実が挙げられ、認定子ども園

の普及や待機児童解消の取り組みが促進されること

になる。保育制度をめぐる大きな環境変化の中で、

保育者（本稿では、幼稚園教諭及び保育士について

この名称を用いる）の役割は今後さらに多岐にわた

ることになり、養成課程における教育の質が、これ

からの保育界に大きく影響すると考えられる。特

に、理論と実践を統合させる実習は、養成校におけ

るカリキュラムの柱ともなっており、保育者を目指

す学生にとって、極めて大きな教育的意義を有する

ものである。

一方で、実習生を受け入れる幼稚園、保育所等で

は、子ども・子育て家庭の多様化・複雑化へ対応し

得る保育の質の向上が求められているとともに、次

代の保育を担う人材育成の役割が望まれている。

2008年�月に報告された「全国の保育所実態調査」2)

によれば、98.4％のほぼすべての施設が保育実習、

体験学習の受け入れを行っている。その中で、年間

の受け入れ延べ人数をみると、11人以上を受け入れ

ていると回答した施設は、55.8％と過半数以上を占

めており、多忙を極める日々の保育業務に加えて、

保育実習、体験学習への対応は、保育者の職務のひ

とつとなっている現状がみてとれる。保育所におい

て実習生を受け入れることは、「福祉サービス第三

者評価」の評価項目にも組み込まれており、養成校

と保育現場の協働による実習教育が、保育の質の向

上に寄与することが期待される。

保育の質の確保と向上のために、保育現場におい

ては、保育の計画（Plan）に基づき実践（Do）し、

その保育実践を振り返って評価（Check）し、改善

（Action）につなげていく一連の流れ（PDCAサイ

クル）に沿った自己評価の取組みが図られている。

一方、保育の実践の場において、実習に取り組む学

生は、自ら実習目標を設定し、結果を自己評価し、

自己課題を明確化するという学習過程によって、保

育専門職を目指す自覚や使命感を育てることとな

る。保育の実践の場で展開されるこの二つの学びと

省察の過程が、保育者の専門性を支える機会になり

得ると考えられる。

保育の質に影響を与える「保育者の専門性」は、

保育者養成実習における実習生の学びの内容から検

討できると考える。本稿では、保育者養成実習3)を

教授―学習過程に基づいた教育の場ととらえ、そこ

における実習生の学習環境の特性を述べる。そのう

えで、実習における学習過程から生起する実習生の

「学び」を考察し、実習教育の基盤となる「保育者

―実習生関係」が、保育者の専門性の構築に寄与す

る可能性について提言する。
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1）子ども・子育て関連�法

2012（平成24）年�月に成立した「子ども・子育て支援法」、「認定こども園法の一部改正法」、「子ども・子育て支

援法及び認定こども園法の一部改正法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律」。保護者が子育てについての第

一義的責任を有するという基本的認識の下に、幼児期の学校教育・保育、地域の子ども・子育て支援を総合的に推進

することを趣旨とする。（内閣府ホームページ）

2）社会福祉法人全国社会福祉協議会全国保育協議会 2008 全国の保育所実態調査報告書 pp. 67-68

3）本稿では、幼稚園教諭、保育士を総称して保育者といい、保育士資格取得に必要な保育実習と幼稚園教諭免許状取得

に必要な教育実習を総称して保育者養成実習という名称を用いる。



なお、「学び」の概念について、高垣（2010）4) は、

『学習について、その成果のみならずプロセスをも

強調するために、「学ぶ」の「動名詞形」である「学

び」を用いている。また、学びの内容は、知識や技

術だけではなく、信念や態度といった当人の動機づ

けや人格形成に影響を及ぼす要因を含めている』と

示している。本研究においてもこの視点で論をすす

める。

Ⅱ．保育者養成教育の動向

2010（平成22）年�月に告示された「指定保育士

養成施設の指定及び運営の基準について」の一部改

正（雇児発0722第�号「厚生労働省雇用均等・児童

家庭局長通知」）を受けて、保育士養成校において

は、2011（平成23）年度入学生から新しい教育課程

が適用されている。これに先立ち、厚生労働省保育

士養成課程等検討会において、保育士養成課程の改

正に向けての検討がなされ、その中間まとめ5)が

2010（平成22）年�月に提示された。それによると、

今後の保育士養成課程の検討課題として、①保育の

専門性の構築と保育士のキャリアアップ、②養成施

設の質の確保と向上、③養成施設と保育現場等との

連携があげられ、各項目についての議論の内容がま

とめられている。保育士の専門性構築のための方向

性として、「保育士に必要とされる知識・技術・判

断力等を明らかにすること」「保育の特性や保育士

の専門性に根ざした保育実践を明確にしていくこ

と」等が示されており、理論に基づいた実践の方法

を明らかにしていくことは、今後の養成教育の課題

であるといえる。養成教育において、理論に裏付け

られた実践のあり方を学生に正しく教授すること

は、すなわち、保育の質の向上につながっていくも

のと考えられる。

幼稚園教諭養成課程においては、2008（平成20）

年11月の教育職員免許法施行規則改正により、2010

（平成22）年度入学生から「教職実践演習」が教職

必修科目として新設されている。この科目が目指し

ていることは、「教員として最小限必要な資質能力」

を養成段階において総合的に育成することである。

それは、①使命感や責任感、教育的愛情等に関する

事項、②社会性や対人関係能力に関する事項、③幼

児児童生徒理解や学級経営等に関する事項、④教

科・保育内容等の指導力に関する事項の�つを含め

ることが適当であるとされている6)。ここにも保育

の質の確保と向上が期待されていることが読み取

れ、また同時に、主体的に学習に取り組むことがで

きる保育者の養成が求められていることが窺える。

全国保育士養成協議会専門委員会による「保育士

の専門性についての調査」（平成24年度・25年度）7)

では、保育をめぐる制度改革が進められている中

で、「保育の質」や「保育者の専門性」を問いつつ、

幼稚園教諭も含めた保育者の専門性について包括的

に検討がなされている。「認定子ども園」の設置や

「保育教諭」の新設などに伴い、養成教育のカリキュ

ラムや授業の内容について、今後も検討が重ねられ

ていくことが予想される。

Ⅲ．保育者養成と実習教育

先に述べた「指定保育士養成施設の指定及び運営

の基準について」の一部改正（2010年�月）を受け

て、2011（平成23）年度入学生より適用されている

保育士養成課程においては、教科目の新設、名称変

更、教科目の移行、単位数の変更等、大きな変革が

なされた。特に、改正にあたって強化されたことの

ひとつに、実習や実習指導の充実があげられる。実

習受け入れ施設の範囲や要件が見直され、養成校に

おいては、実習指導の単位数の増加等、実習指導の

あり方について新たな対応8)が必要となった。
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4）高垣マユミ編著 2010 授業デザインの最前線Ⅱ―理論と実践を創造する知のプロセス― 北大路書房 p. 38

5）保育士養成課程等検討会 2010（平成22）年�月24日 保育士養成課程等の改正について（中間まとめ）

6）今後の教員養成・免許制度の在り方について（答申）別紙�「教職実践演習（仮称）について」平成18年�月11日

中央教育審議会（文部科学省ホームページ）

7）一般社団法人全国保育士養成協議会専門委員会編著 2013 平成24年度専門委員会課題研究報告書「保育者の専門性

についての調査」―養成課程から現場へとつながる保育者の専門性の育ちのプロセスと専門性向上のための取り組み―

――― 2014 前掲（第�報）

8）指定保育士養成施設の修業教科目及び単位数並びに履修方法の一部を改正する件（平成22年厚生労働省告示第278号）

保育実習については、これまで必修科目として保育実習Ⅰ�単位（保育所実習�単位、保育所以外の施設実習�単

位、保育実習指導�単位）、選択必修科目として保育実習Ⅱ（保育所実習）、保育実習Ⅲ（保育所以外の施設実習）各

�単位の設定であったものが、改正後は、必修科目として保育実習Ⅰ�単位（保育所実習�単位、施設実習�単位）、

保育実習指導Ⅰ�単位、選択必修科目として保育実習ⅡまたはⅢ各�単位、保育実習指導ⅡまたはⅢ各�単位となり、

それぞれの実習について実習指導が義務付けられることとなった。全ての実習に関する実習指導を考えると、実習指

導はこれまでの�単位から計�単位に増加することになり、保育実習のあり方についての新たな対応が必要となった。



養成教育においては、近年、専門的な知識の修得

と同時に、実践的力量を獲得することが求められて

いる。姫野（2013）は、学校教育における教師の実

践的力量が重視される背景に、「諸外国と比べて圧

倒的に教育実習の時間が短いことや、即戦力として

の教員養成を求める社会的風潮がある」9) と述べて

いる。このような視点は、保育者養成における実習

教育についても同様に適用されるであろう。先述の

「保育士の専門性についての調査」では、「保育者の

専門性を向上させるための保育現場と養成校の連

携」について、自由記述で回答を求めている。調査

対象となった乳児院・児童養護施設では、「実習・

実習指導」に関する回答が最も多く、保育所では、

「実習・実習指導」「ボランティア・行事参加」の�

項目に関しての記述が多かった。幼稚園・認定こど

も園においても同様に最も多い記述数がみられ、実

習や実習指導をとおして、養成校と連携を深めるこ

とへの意識が高かった。「充実した実習体制や実習

指導を行って欲しいということと、学生に数多い現

場体験を保障して欲しいという要望が高いこと」10)

がみてとれる。

実践の場での経験は、保育専門職を目指す学生の

成長に大きく機能するものであり、その環境を教育

の場として整えることで、学生の学びが深まること

は言うまでもない。日々、複雑多様な保育が展開さ

れる実践の場において、実習教育のさらなる充実を

図ることが求められている。

Ⅳ．実習教育における学習環境

実習を教授―学習過程に基づく教育の場ととらえ

た時、その環境はどのような特性を持っているだろ

うか。

一般的な教育場面における授業の展開は、学習者

に対する教授者の働きかけから始まることが多い。

教える者（教授者）が学ぶ者（学習者）に教材や題

材を投げかけ、それを受けて学習者が自分の考えや

意見を表出する。教授者はそうした学習者の考え方

や行動を認識し、評価して、次の働きかけを行う。

このように、教師の計画性に基づいた教授の営み

と、学習者の自発性に基づいた学習の営みが相互主

体的に絡み合って成立するものである。

一方、実習では、実習生（学習者）が保育の場面

において生じた疑問・質問を保育者（教授者）に投

げかけ、そこから学びが始まることが多い。実習生

の自発性が求められる学習環境にあるといえる。

図�に、実習教育における教授者―学習者の関係

を示した。

実習では、学習すべき教材が系統的に提示される

ことは難しい。教授者となる実習先の保育者は、複

雑かつ多様な保育場面に対応しながら個々の学生と

の教育的関わりを展開しなければならない。しかも

その環境は、時間や保育の流れとともに変化してい

く。実習に取り組む学生は、慣れない学習環境の中

で、自ら目標を設定し、結果を自己評価し、自己課

題を明確化するという学習者主体の作業に取り組む

こととなる。実習は、このような不確定な学習環境

の中で展開されることが多く、極めて高度な学習が

必要となる。

このような学習過程において、「学ぶ」「知る」と

いう作業は、実習生の意欲や働きかけによってより

豊かになるといえる。主体性や積極性が求められる

環境にあるが、近年の学生にとっては課題となるこ

とが多い。藤岡（2001）は、臨床実習において、「教

える」ということ、「わかる」ということはどうい

うことかについて言及している。それは、「教師が

示そうとしていることの意味を学生がつかもうとし

て努力する知的協力によって可能になる」「知ると

いうことは「教師と学生の協働作業」なのであ

る」11)。養成校における実習事前指導では、実習に

取り組むためのマナーや身だしなみ等、基本的なこ

とを伝える一方で、その視点を学生に伝えていく必
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9）姫野完治 2013 学び続ける教師の養成―成長観の変容とライフヒストリー 大阪大学出版会 p. 76

10）前掲�） p. 297

11）藤岡完治・安酸史子他著 2001 学生とともに創る臨床実習指導ワークブック 医学書院 pp. 67-68

図�．実習教育における教授者―学習者の関係

目標の設定
↓↓

自己評価
↓

課題の明確化

計画性 自発性

保育者
（教授者）

実習生
（学習者）



要がある。

保育者養成実習を実習生の「学習する場」ととら

え、その環境を図�に示した。

教える者としての保育者（a）、学ぶ者としての実

習生（b）、その教育活動の媒体として、協議の時

間（c）や実習記録（d）があげられる。そして、

子ども（e）、保護者（f）、それを取り巻く保育環境

（g）があり、様々な関わりの中で学びを深めてい

く。その学びの土台となるのが、実習園の保育理念

や保育方針（h）である。

米沢（2010）12) は、小学校での教育実習を経験し

た実習生を対象に質問紙調査を実施し、「実習生の

力量形成と実習校の組織風土、指導教員の指導・支

援が弱い相関関係にあることを明らかにした」上

で、それらが「実習生の教師としての力量形成に

とって教育実習が意義あるものとなるかどうかの鍵

を握っている可能性」を示唆している。保育者養成

実習においても同じ視点が考えられる。加えて、学

校教育の場とは異なる保育の現場では、複数担任制

や異年齢保育の導入等、保育形態の違いにより、学

習環境はさらに複雑であるといえよう。

自己効力理論（Bandura，1977）を実習教育に適

用した森（2003、2005）の研究13)では、実習に取り

組む学生の自己効力感と実習評価との関連を明らか

にしている。そこでは、「自信をもって積極的に仕

事を遂行する」性格特性のある学生は、実習後の自

己評価において、明るく快活に実習に取り組むこと

ができたと意識していることが示されている。ま

た、積極的に仕事を遂行する性格特性があり、実習

後の自己評価において成功感を得た学生は、実習先

からフィードバックされた実習評価点が安定的に高

いという結果を得た。これらのことから、実習にお

いて主体的に取り組むことのできる学生は、設定さ

れた課題や目標に対して、たとえ困難な状況であっ

たとしても積極的な対処行動をとることができると

推測された。一方で、自分の能力を高く評価する傾

向がある学生は、そうでない学生よりも評価点が低

い、という結果となり、実習では、高い能力認知は

望ましい結果を導くとは限らないことが明らかと

なった。ここに、実習特有の学習環境があると考え

られ、謙虚に学ぶ姿勢が学習者（実習生）に必要で

あることが認識できた。
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12）米沢崇 2010 教育実習における実習校の組織風土と指導教員の指導・支援の検討 奈良教育大学紀要第59巻第�号

（人文・社会） p. 250

13）自己効力感は、個人の能力に対する確信であり、社会的認知理論の主要な概念として位置づけられている。特定の行

動に影響する「特性的自己効力感」と個人や行動に長期的に影響を及ぼす「一般的自己効力感があるが（Bandura，

1977；坂野・東條，1986，他）、本研究では人格特性としての一般的自己効力感と実習自己評価との関連をみるために、

一般性自己効力尺度（坂野・東條，1986）を用いた。この尺度は、①行動の積極性、②失敗に対する不安、③能力の

社会的位置付けの�因子構造となっており、いずれも「行動・能力に対する判断」という点で共通するものである。

森知子 2003 保育者を志す学生の自己効力感と実習評価の関連―保育者養成校における実習教育プログラムをとお

して― 臨床教育心理学研究 vol. 29，No. 1 pp. 31-41

――― 2005 セルフ・エフィカシーの違いからみた実習の成功感と実習評価の特徴 聖和大学論集第33号 A pp.

183-192

図�．保育者養成実習における学習環境
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このような特有の側面を持つ実習を、森下ら

（2010）14) は状況的学習論の立場からアプローチし

ている。そこでは、実習におけるy学習zを、学習

者の知識や技術の変容だけではなく、「学習者とそ

れを囲む環境との関係の変化」として捉えている。

小学校における実習生の学習過程と学習環境との関

係を検討する中で、教育実践の場における「学習の

制約」について言及されていることは興味深い。森

下ら（2010）は、教育実践の場において、学習者か

らは制御できないものとして、�つの側面をあげて

いる。�つは、教育実践が実習生の学習の希望（対

象、範囲、時間など）に沿って構成されるのではな

く、「担当教員が行っている教育実践がそのまま学

習の対象になる」こと、もう�つは、担当教員によ

る教育実践の導きの有無である。「実習生の学習は、

担当教員が行う教育実践の中に学習の機会が存在

し、且つ、実習生に担当教員によるその教育実践へ

導きがある時に、初めて成立するものであると考え

られる」（森下ら，2010）。実習の場における高度な

学習環境の実態が、ここに示されているといえる。

Ⅴ.実習教育と保育者の専門性

――保育者―実習生関係からみえること――

このような実習特有の学習環境の中で、実習生は

何を学ぶのか。ここでは、実習を通した学生の学び

を考察する。さらに、その学習活動の基盤となる

「保育者―実習生関係」が、保育者の専門性の構築

に寄与する可能性について考える。

�．実習生の学習内容

実習では、さまざまな実践場面をとおして、「子

ども理解」「保育環境」「保育内容」「保護者支援」「職

業倫理」「保育専門機関としての社会的役割」等、

多様な保育のあり方を学ぶ。ここでは、「指定保育

士養成施設の指定及び運営の基準について」（2013

（平成25）年雇児発0808第�号 厚生労働省雇用均

等・児童家庭局長通知）の別紙�「教科目の教授内

容」をもとにして、保育所実習における実習生の学

習内容を図示した（図�）。

実習生の学習内容は多岐にわたるが、中でも、「子

保育者養成実習における学習環境の特性 ― 27 ―

14）森下覚 他 2010 教育実習における学習はどのように構成されているのか―教育的デザインと実践の保持のデザイ

ンとのダイナミクス― 教育心理学研究第58巻第�号 pp. 73-74

なお、引用部分においては、実習生について調査協力者�名のうちの「実習生 D」、担当教員について調査協力者

�名のうちの「CT4」の表記であるが、省略して記した。

「指定保育士養成施設の指定及び運営の基準について」

（平成25年 雇児発0808第�号 厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知）別紙�「教科目

の教授内容」保育実習Ⅰ〈保育所実習の内容〉、保育実習Ⅱ〈内容〉 をもとに筆者が作成

図�．保育所実習における学習の内容

子ども理解

保育専門機関としての社会的役割・機能保育専門機関としての社会的役割・機能

保育内容

保育環境
援助
かかわり

心身の状態
活動

保育の計画の理解

保育課程 指導計画

保護者支援保護者支援
地域子育て支援地域子育て支援
保護者支援
地域子育て支援

職業倫理職業倫理職業倫理

保育実践と評価

生活や遊び

健康と安全

発達過程



どもの活動」と「子どもへの援助やかかわり」を学

ぶことは、実習生が最も顕著に習得する学習成果と

してあげられる。実習生は、実習記録の記載項目と

なっている「子どもの活動」と「保育者の援助」を

書くことで、保育の現象を客観的に捉えることが必

要となる。そこでは、表面的な子どもの活動や保育

者の援助のあり方だけでなく、子どもの活動の意味

や保育者の援助の意図を読み取ることが大切な視点

となる。一つの場面を深く掘り下げ、考察し、学び

につなげていくことができる実習生と、表面的な事

象の感想だけにとどまる実習生がおり、指導の難し

さが存在するが、そこに保育者の教授が加わること

で実習生の理解が深まる。

実習生（学習者）と保育者（教授者）との協議で

は、保育場面における子どもの思いや保育者の援助

の意図を考察することが必要である。理論に裏付け

された実践のあり方を言語化し、保育場面から繰り

出される一つ一つの保育の意味を読み取れるよう、

実習生を導く教授のあり方が求められる。

�．実習記録を媒体とした教育活動

日々の複雑多様な保育実践の中にあって、保育者

と実習生が直接的に対峙して、教え学ぶ環境をつく

り出すことは、時間的に難しいこともある。そのよ

うな教育環境にある実習においては、実習記録を媒

体として、保育者（教授者）が実習生（学習者）の

学習内容を読み取り、指導を展開していることが多

いと考えられる。

実習生は、保育者との協議や実習記録を書く行為

をとおして、様々な保育場面に対応し、子どもを主

体とした保育のあり方を具体的に学んでいく。

子どもを主体とした保育では、「させる」「指導す

る」「指示する」といった援助はあまりみられない。

このことを実習生は、実習記録を書くことで学ぶこ

とになる。実習記録を作成する行為をとおして、保

育者の援助の内容を的確に表現する言葉の使い方を

学んでいく。保育者の行う援助は、子どもにとって

どのような意味があるのか、保育者は子どもに何を

育てたいと思っているのか、保育者の願いは何か、

といった保育者の援助の意図を絶えず考えながら記

録を作成する。子どもと保育者とのかかわりにおい

て、「ともに」「一緒に」という存在としての子ども

理解を深めていくことが期待される。

実習記録は学生が体験したことや考えたことを記

す「学習活動の記録」であり、自らの保育観を育て

る作業でもあるといえる。このように、効果的な実

習教育が展開されるためには、実習記録が重要な媒

体資源となり、実習生自身が自分の気付きや学びと

いった学習内容を整理し、適切に記録することが必

要となるが、一方で、実習生は、実習記録を作成す

ることに困難を感じる傾向がある。書く力を養うこ

とは、養成校としての責任であり、課題でもあると

考えている。

�．保育者―実習生関係

実習特有の学習環境の中で、実習生は、子どもや

保育者、子どもの保護者など、保育の場での人との

関わりを通して、自己の価値観を見つめなおす機会

となる。また、実習先の保育理念や保育方針を理解

することにより、その価値観の中で自己の行動遂行

を絶えず振り返る姿勢が必要となる。保育理念、保

育方針の中に身を置き（図�）、その価値観の中で、

自分にできること、自分をどう生かしていくのか、

という姿勢が絶えず問われる存在であるといえる。

このような学習過程に基づく実習教育を通して、

専門性に基づく保育実践が明らかになると考える。

三島（2009）15) は、小学校での教育実習における学

習者と教授者の関係について、「授業検討会や指導

案の作成時などを通して、指導教員から多くの指導

を受ける機会を持つこと（中略）当然厳しい指導を

受ける機会も存在する」ことを予想し、批判的な意

見を受けることが実習生にとってのストレス体験に

なり得る一方で、「自己の授業の問題点を真摯に受

け止め、改善していくことは教師の成長には必要不

可欠」であると述べている。

保育者養成実習では、保育を学ぶ学生が、子ども

や保育の場にとって、「今の自分はどうか」という

意味を絶えず問い続け、学び続ける姿勢を育てるこ

とができる。自ら目標を設定し、自己評価し、自己

課題を発見するという高度な学習環境は、自立した

学習ができる力を育てることにつながる。そこに、

保育者との有機的な関係性が加わることで、効果的

な教授―学習過程が展開される。

保育の実践者であり、学習の促進者でもある保育

聖 和 論 集 第 4 2号 2 0 1 4― 28 ―

15）三島知剛 2009 教育実習中の他者との関わりと教育実習生の授業・教師・子どもイメージ，授業観察力の変容 日

本教育工学会論文誌 33(1)，p. 79



者は、教授者としての役割をとおして、自身の保育

を振り返り、保育の意味を考える機会となり得ると

いえる。実習教育の場は、保育の技術や理論を知る

機会となると同時に、教える者と学ぶ者の相互主体

的な関わりの中で、保育者としての成長・発達が期

待される環境にあり、そこに、保育の質の向上に寄

与する要素があるのではないかと考えられる。保育

の質に影響を与える保育者の専門性は、実習教育に

おけるこのような教授―学習過程に基づく実習生の

学びから生起すると考える。

Ⅵ．まとめ

本稿では、保育者養成実習を教授―学習過程とい

う教育現象としてとらえ、実習生（学習者）の学習

環境の特性を考察した。さらに、その教育環境にお

ける保育者（教授者）と実習生（学習者）の関係性

が、保育者の専門性の構築に寄与する可能性につい

て提言した。

保育の質の向上が求められる中、保育者の専門性

を高める養成教育のあり方が問われている。18歳人

口の減少や生活環境の変化といった社会的背景の中

で、保育者を志す学生の質も多様化している。「ど

のような人材を育てるか」ということは、「保育の

質をどのように担保するのか」ということであり、

養成校と保育現場の連携による実習教育の充実がそ

の礎になると思われる。

教授心理学や学習科学では、教授法や指導法だけ

でなく、近年では学習過程に焦点を当てた考え方が

注目されている。「教授活動は、必ずしも知識を学

習者に伝達することだけではなく、学習者自らが自

発的に理解しようとする活動を、教授者がいかに適

切に支援するかという観点が重視されている。」16)

実習生の学びのプロセスをサポートしていく学習

環境のあり方、学習への動機づけを高める実習教育

のあり方を養成校と保育現場が連携し、構築してい

くことが必要であると考える。その方策を探ること

で、実習教育のさらなる質の向上が可能となる。実

習における保育者―実習生の有機的な関係性の中で

生じる「学び」の内容は、保育の質の向上に寄与す

るとともに、専門性に基づく保育の実践を明らかに

する一つの要素になると考えている。
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要 約

「子ども・子育て支援新制度」が2015（平成27）年度より本格施行される。保育をめぐる制度改革

の中で、保育者（幼稚園教諭及び保育士）の役割は今後さらに多岐にわたることになり、保育者の専

門性を高める養成教育のあり方を検討していく必要がある。養成課程において、理論と実践を統合さ

せる実習は、極めて大きな教育的意義を有するものであり、実習における実習生の学びの内容は、保

育者の専門性を明らかにするひとつの要素になると考えられる。

本稿では、保育者養成実習を教授―学習過程に基づいた教育の場ととらえ、実習生の学習環境の特

性について述べる。そのうえで、実習における学習過程から生起する実習生の学びの内容を考察す

る。さらに、実習教育の基盤となる保育者（教授者）―実習生（学習者）の関係性が、保育者の専門

性の構築に寄与する可能性について提言する。

キーワード：保育者養成、実習教育、教授―学習過程、保育者の専門性
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